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愛知県豊田市出身



次世代センサの創製
バイオ製品の生産性向上のための
新技術



乾燥ストレス耐性ペプチド
～乾燥ストレス耐性ペプチドの共発現によるタンパク質高効率発現技術の開発～

T. Okuda et.al. The Journal of Experimental Biology 205, 2799–2802 (2002)

Larva recovering from cryptobiosis at 0, 8, 16, 32 and 44 min after 
rehydration.

＠生物研
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LEA (Late embryogenesis abundant) タンパク質

小分子化（ペプチド）として細胞内でのタンパク質発現に応用
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乾燥ストレス耐性ペプチド
～乾燥ストレス耐性ペプチドの共発現によるタンパク質高効率発現技術の開発～



機能性ペプチド共発現法によるタンパク質高効率発現技術

研究開発により、現在は最大で１０倍のタンパク質発現の増大に成功！
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機能性ペプチド発現によるストレス耐性の獲得

７％塩濃度 紫外線耐性

N. Pathak, S. Ikeno Biochem.Biophys. Res. Commun. 
492 (2017) 386-390 

A. Huwaiji, S. Ikeno et al Biochem.Biophys. Res. 
Commun. 503 (2018) 910-914 
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共同研究開発例
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応用例



微生物農薬 (Bacillus thuringiensis: BT）
BT剤のメリット

安全性：消化管の中が強アルカ
リ性でない昆虫や胃
液が酸性のほ乳類で
は毒性がない。

選択性：BT剤はその種類によ
り、コナガ、モンシ
ロチョウなどに効く
もの、ハエ、カに効
くもの、甲虫に効く
ものがある。

当研究室のタンパク質発現増大技術を応用して、BT菌の内で殺虫タン
パク質を大量生産できるバイオプロセスの構築を目指している。

機能性ペプチド共発現法によるタンパク質高効率発現技術の応用

九州メディカル社webサイトより
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・生産コストがかかる
・大量生産が難しい

① 特定の害虫にのみ作用する

微生物農薬 (BT剤）のメリット

② 自然環境に対する影響が少ない

③ 薬剤抵抗性を獲得されにくい

化学農薬は何種類かの害虫に殺虫効果を発揮する。
微生物農薬は標的害虫以外には影響がない。

デメリット

化学殺虫剤の大量使用により、使用した殺虫剤が効き
にくくなる薬剤耐性が多く報告されている。

微生物農薬の主成分はタンパク質である。
残留性が少ない。

④ ヒト及び環境に対する安全性が高い

ヒトに対して無害であり、安全性が非常に高い。
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九州メディカル社webサイトより



・製造コストを下げたい
・効果の持続期間を伸ばしたい

企業ニーズ

九工大シーズ

タンパク質発現の増大技術

共発現させたペプチドによる保護機能

H28 JSTバリュープログラムMP試験
組換え菌体の作成とその殺虫活性の確認

H29 北九州市環境未来技術 FS試験
機能性ペプチドの発現条件の検討と殺虫タンパク質の発現量増大

H30～
１） FAIS シーズ発掘試験
微生物殺虫剤の大量発現技術を可能とする機能性ペプチドの探索
２） JST A－STEP
機能性ペプチド共発現法を用いた大腸菌による殺虫タンパク質の大量生産技術の開発



タンパク質発現試験結果

機能性ペプチドの発現により殺虫タンパク質発現量（3倍）が増大

殺虫活性試験結果

殺虫タンパク質発現量の増加により殺虫活性が増加 13



微生物によるバイオプロダクト

バルクケミカルからファインケミカルまで多種多様！

遺伝子を導入

合成生物学

原料

目的物
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微生物を用いた物質生産の効率化のためアプローチ

機能性ペプチド発現によるタンパク質発現の向上
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バイオマス資源からバルクケミカル・ファインケミカルへ

細胞内での酵素反応

１）機能性ペプチドで酵素の発現量を増大
２）機能性ペプチドでストレスに対して耐性強化

物質生産菌

前処理・糖化
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